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２
０
１
５
年
に
完
成
し
た
伊
良
部
大 

                      

       

                      

                   

ー
南
の
島
々
で
進
む
戦
争
準
備
ー 

  
軍
事
要
塞
化
に
抗
す
る
宮
古
島
の
闘
い 

清
水 

早
子 

（
ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
島
住
民
連
絡
会
） 

 

サ
ン
ゴ
礁
の
島
を
軍
事
要
塞
化 

 

北
緯
24
度
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
、
人
口

５
万
５
千
人
の
宮
古
島
に
は
山
も
川
も
な

い
。
川
が
な
い
の
で
、
生
活
排
水
が
海
に
流

れ
出
な
い
分
、
サ
ン
ゴ
礁
が
発
達
し
て
海
は

素
晴
ら
し
く
美
し
い
。 

島
の
中
央
部
に
小
高
い
野
原
岳
（
標
高
約

１
５
０
ｍ
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
隆
起
し
た

断
層
帯
で
あ
る
。
宮
古
島
は
沖
縄
県
下
で
最

も
活
断
層
の
多
い
島
で
、
地
震
も
多
い
。
地

下
に
水
脈
が
流
れ
て
い
る
世
界
で
も
稀
な

地
形
の
島
で
あ
る
。
飲
料
水
は
地
下
水
。
農

業
用
水
も
地
下
ダ
ム
で
地
下
水
を
せ
き
止

め
、
く
み
上
げ
て
使
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
小
高
い
野
原
岳
に
は
沖
縄
戦
の
戦

時
中
に
宮
古
島
に
駐
屯
し
た
３
万
人
の
日

本
兵
の
司
令
部
が
あ
っ
た
。
敗
戦
後
は
米
軍

が
駐
留
し
、
１
９
７
２
年
本
土
復
帰
の
際
、

自
衛
隊
に
引
き
継
い
だ
。
今
、
航
空
自
衛
隊

の
高
機
能
な
最
新
鋭
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
と

し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。 

２
０
１
５
年
に
完
成
し
た
伊
良
部
大

橋
で
今
は
宮
古
島―

伊
良
部
島―

下
地

島
は
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
下
地
島
に
は

宮
古
空
港
と
は
別
に
も
う
一
つ
空
港
が

あ
る
。
滑
走
路
３
０
０
０
ｍ
、
管
制
塔
の

機
能
は
成
田
空
港
以
上
だ
と
い
う
。 

そ
の
た
め
、
１
９
６
０
年
代
後
半
の
建

設
計
画
当
初
か
ら
米
軍
の
軍
事
利
用
が

懸
念
さ
れ
、
島
を
二
分
す
る
反
対
運
動
が

あ
り
、
「
基
地
な
し
復
帰
」
を
求
め
る
復

帰
運
動
の
高
揚
の
中
で
、
当
時
の
琉
球
政

府
の
屋
良
朝
苗
主
席
が
日
本
政
府
と
１

９
７
１
年
に
覚
書
を
交
わ
し
た
。
「
下
地

島
空
港
は
沖
縄
県
の
管
理
空
港
で
あ
り
、

軍
事
利
用
し
な
い
」
と
確
認
し
た
「
屋
良

覚
書
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
１
９
７
９
年

開
港
以
来
今
ま
で
に
沖
縄
県
の
自
粛
要

請
を
無
視
し
て
、
米
軍
ヘ
リ
の
飛
来
は
３

０
０
回
を
超
え
て
い
る
。 

１
９
９
５
年
に
進
学
塾
講
師
と
し
て

関
西
か
ら
宮
古
島
教
室
へ
赴
任
。
島
の
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
反
戦
行 
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動
や
基
地
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
続
け

る
中
で
私
は
、
２
０
０
５
年
頃
か
ら
陸

自
配
備
の
情
報
に
接
し
て
い
た
。 

伊
良
部
大
橋
の
完
成
で
下
地
島
空

港
と
宮
古
島
が
繋
が
る
時
が
危
な
い
と

語
り
合
っ
て
い
た
通
り
、
２
０
１
５
年

１
月
架
橋
、
そ
の
５
月
に
、
当
時
の
左

藤
防
衛
副
大
臣
が
宮
古
島
市
長
・
下
地

敏
彦
（
本
年
５
月
12
日
収
賄
容
疑
で
逮

捕
、
６
月
２
日
起
訴
）
に
通
知
し
に
訪

れ
た
時
か
ら
、
私
た
ち
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
に
反
対
す
る
運
動
は
始
ま
っ
た
。 

住
民
と
の
約
束
無
視
、
工
事
強
行 

 

ミ
サ
イ
ル
基
地
配
備
計
画
は
当
初

は
北
寄
り
の
島
民
の
飲
料
水
の
水
源

近
く
が
候
補
地
だ
っ
た
が
、
地
下
水
保

全
条
例
に
基
づ
く
審
議
会
の
「
地
下
水

汚
染
の
お
そ
れ
あ
り
」
の
答
申
と
市
民

の
反
対
の
声
に
、
島
の
中
央
部
の
野
原

空
自
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
近
く
の
千
代
田

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
（
贈
収
賄
の
舞

台
と
な
る
）
と
、
そ
の
20
キ
ロ
ほ
ど
南

の
保
良
地
区
に
変
更
さ
れ
た
。 

 

私
た
ち
は
、
２
０
１
７
年
11
月
の
造

成
工
事
の
始
ま
り
か
ら
、
工
事
現
場
に

横
断
幕
や
旗
を
掲
げ
て
反
対
運
動
を
開

始
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
監
視
と
抗
議

を
続
け
、
防
衛
省
に
工
事
や
建
設
デ
ー

タ
の
開
示
請
求
を
行
い
、
基
地
建
設
工

事
の
問
題
点
を
追
及
し
て
き
た
。
簡
潔

に
列
挙
す
る
と
、 

①
千
代
田
の
基
地
内
に
は
断
層
が
走
っ

て
い
る
こ
と
。
（
保
良
の
弾
薬
庫
・

射
撃
訓
練
場
は
両
サ
イ
ド
を
断
層

に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
） 

②
千
代
田
の
基
地
内
に
は
地
盤
に
空
洞

が
あ
り
、
軟
弱
な
箇
所
が
数
か
所
あ

り
、
特
に
燃
料
タ
ン
ク
が
７
基
も
埋

設
さ
れ
て
い
る
場
所
は
精
密
な
調

査
も
地
盤
改
良
事
業
も
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
地
下
水
汚
染
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と 

③
千
代
田
も
、
保
良
も
、
野
原
も
、
弾

薬
庫
が
民
家
に
近
す
ぎ
る
こ
と
、
千

代
田
の
弾
薬
庫
は
約
束
違
反
で
あ

る
こ
と 

④
地
域
の
祈
り
の
場
で
あ
る
「
ウ
タ
キ

（
御
嶽
）
」
が
基
地
内
に
取
り
込
ま

れ
、
自
由
に
立
ち
入
る
通
行
権
を
奪

わ
れ
て
い
る
こ
と 

⑤
千
代
田
基
地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

ヘ
リ
パ
ッ
ド
に
も
な
り
、
燃
料
施 

設
の
備
蓄
燃
料
が
半
分
以
上
ジ
ェ
ッ 

ト
燃
料
で
あ
る
こ
と
は
約
束
違
反
で 

あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。 

幾
つ
も
の
問
題
点
を
解
決
し
な
い

で
、
２
０
１
９
年
３
月
、
警
備
部
隊
が

発
足
。
軍
用
車
両
１
０
０
台
が
港
で
陸

揚
げ
さ
れ
る
と
き
は
、
私
た
ち
は
車
で

バ
リ
ケ
ー
ド
を
張
っ
た
り
、
人
間
の
鎖

で
立
ち
は
だ
か
り
、
制
服
警
官
に
排
除

さ
れ
る
ま
で
８
時
間
ほ
ど
女
性
が
中
心

の
阻
止
行
動
を
展
開
し
た
。 

２
０
２
０
年
３
月
、
ミ
サ
イ
ル
部
隊

が
発
足
。
７
０
０
～
８
０
０
名
の
隊
員

が
配
備
。
３
月
26
日
、
私
た
ち
は
集
会

と
デ
モ
行
進
を
延
べ
１
０
０
名
の
県
内

外
の
参
加
で
敢
行
。
千
代
田
基
地
の
ゲ

ー
ト
前
を
封
鎖
さ
せ
た
。 

オ
ー
ル
沖
縄
で
市
長
選
勝
利 

宮
古
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
配
備
は
、

今
年
新
た
な
局
面
に
入
り
、
深
刻
な
事

態
を
迎
え
て
い
る
。 

２
０
２
１
年
１
月
、
市
民
生
活
の
み

な
ら
ず
政
治
状
況
に
大
き
く
影
響
す
る

「
市
長
選
挙
」
が
行
わ
れ
た
。
４
選
目

を
狙
う
、
基
地
推
進
の
尖
兵
で
あ
る
下

地
敏
彦
前
市
長
の
選
対
に
、
政
権
の
菅

は
自
分
の
秘
書
二
人
を
張
り
付
か
せ
、

自
民
党
は
人
も
金
も
つ
ぎ
込
ん
だ
が
、

一
部
保
守
と
連
携
し
た
オ
ー
ル
沖
縄
の

推
薦
し
た
座
喜
味
一
幸
候
補
が
、
私
た

ち
の
想
定
も
超
え
て
圧
勝
し
た
。 

そ
の
４
か
月
後
に
は
落
選
し
た
前
市

長
は
贈
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
基

地
推
進
の
尖
兵
と
し
て
私
腹
を
肥
や
し

た
前
市
長
は
、「
防
衛
は
国
の
専
権
事
項
」

と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
が
、
実

は
「
汚
職
は
私
の
専
権
事
項
」
だ
っ
た

の
だ
。
失
墜
し
た
用
済
み
は
権
力
か
ら

守
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
逮
捕
起
訴
さ
れ

た
。
基
地
建
設
は
利
権
の
温
床
で
あ
る
。 

弾
薬
搬
入
阻
止
で
座
り
込
み
、
海

運
５
社
が
ミ
サ
イ
ル
輸
送
拒
否 

３
月
、
保
良
の
弾
薬
庫
が
２
棟
完
成
、

運
用
が
始
ま
っ
た
。
予
定
で
は
３
棟
の

計
画
だ
っ
た
が
、
防
衛
省
は
用
地
の
全

部
の
取
得
は
で
き
て
い
な
い
。
反
対
す

る
地
権
者
が
い
て
係
争
中
だ
。
覆
道
式

射
撃
訓
練
場
も
未
完
成
な
の
に
、
今
年

は
開
設
の
式
典
も
な
く
運
用
開
始
の
既

成
事
実
作
り
だ
け
を
急
い
だ
。
５
月
12

日
、
前
市
長
逮
捕
の
ニ
ュ
ー
ス
が
翌
日

大
き
く
報
道
さ
れ
た
が
、
同
時
に
「（
ミ

サ
イ
ル
の
）
弾
薬
搬
入
を
17
日
以
降
に
」

と
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
流
れ
た
。 

ミ
サ
イ
ル
弾
１
発
は
、
長
さ
５
ｍ
、

重
さ
７
０
０
キ
ロ
と
い
う
物
だ
か
ら
、

海
路
で
輸
送
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
私
た
ち

は
、
深
夜
、
早
朝
の
監
視
を
続
け
て
い

た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
23
日
、
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
だ
。「
海
運

会
社
５
社
が
連
名
で
、
宮
古
へ
の
弾
薬
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輸
送
と
荷
役
を
拒
否
」
と
！
期
せ
ず
し

て
生
ま
れ
た
市
民
と
海
運
労
働
者
の
共

闘
だ
っ
た
。
防
衛
省
が
弾
薬
搬
入
を
公

然
と
し
て
か
ら
１
週
間
も
遅
れ
て
い
る

理
由
が
わ
か
っ
た
。 

６
月
２
日
、
防
衛
省
は
計
画
変
更
し

た
の
か
、
い
き
な
り
、「
自
衛
隊
ヘ
リ
で

弾
薬
を
搬
入
」
と
報
道
が
。 

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
詳
細
情

報
を
求
め
て
い
た
宮
古
島
市
に
は
回
答

し
な
い
で
、
当
日
午
後
に
通
告
し
て
き

た
。
情
報
の
入
っ
た
朝
か
ら
私
た
ち
は
、

阻
止
行
動
の
準
備
に
奔
走
し
た
。
急
な

呼
び
か
け
に
集
ま
っ
た
10
数
名
は
、
ヘ

リ
パ
ッ
ド
の
あ
る
空
自
野
原
駐
屯
地
の

ゲ
ー
ト
前
に
座
り
込
ん
だ
。
皆
、
本
気

だ
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
車
両
は
千
代
田
駐

屯
地
に
す
で
に
勢
ぞ
ろ
い
。
こ
れ
で
、

「
弾
」
が
揃
え
ば
、
い
つ
有
事
が
起
こ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
島
が
戦
場

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
皆
わ
か

っ
て
い
る
か
ら
。 

陸
自
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ-

47
が

２
機
、
午
後
２
時
頃
、
到
着
し
「
荷
物
」

を
降
ろ
し
た
。
暗
く
な
り
始
め
た
午
後

７
時
半
頃
、
弾
薬
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク

が
、
17
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
保
良
へ
向
か

っ
て
ゲ
ー
ト
を
出
よ
う
と
す
る
。
私
た

ち
は
ト
ラ
ッ
ク
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、

座
り
込
み
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
寝
転

が
り
、
阻
止
し
た
。
私
た
ち
よ
り
ず
っ

と
多
い
数
の
制
服
警
官
に
両
手
両
足
を

持
ち
上
げ
ら
れ
、
排
除
さ
れ
る
ま
で
。

歴
史
的
な
非
暴
力
不
服
従
の
実
力
闘
争

を
闘
っ
た
。 

現
代
の
治
安
維
持
法
「
重
要 

土
地
調
査
規
制
法
」
が
成
立 

６
月
11
日
未
明
、
こ
の
国
の
あ
り
方

を
変
え
る
よ
う
な
悪 

法
、
「
重
要
土
地
調 

査
規
制
法
」
が
国
会 

で
強
行
可
決
さ
れ
た
。 

土
地
の
規
制
が
本 

筋
で
は
な
い
。
国
の 

「
重
要
施
設
」
の
機 

能
を
阻
害
す
る
行
為 

者
を
罰
す
る
、
つ
ま 

り
、
国
策
に
反
対
す 

る
者
を
弾
圧
、
監
視
、 

恫
喝
す
る
こ
と
が
こ 

の
法
律
の
本
筋
で
あ 

る
。 私

た
ち
は
千
代
田 

基
地
の
ゲ
ー
ト
前
に 

横
断
幕
を
掲
げ
、
幟 

旗
を
立
て
て
い
る
。 

こ
の
行
為
は
基
地
機 

能
を
阻
害
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、

私
た
ち
は
懲
役
刑
を
含
む
処
罰
の
対
象

と
な
る
。
個
人
情
報
を
徹
底
収
集
さ
れ

る
。
宮
古
島
は
「
国
境
離
島
」
と
い
う

枠
組
み
に
入
る
た
め
、
全
島
が
規
制
の

対
象
で
あ
り
、
全
島
民
が
監
視
の
対
象

と
な
る
。
こ
ん
な
現
代
の
治
安
維
持
法

が
、
国
民
の
大
部
分
が
「
知
ら
な
い
」

間
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
南
方

の
島
々
は
戦
争
に
向
か
わ
さ
れ
て
い
る
。 

 

                  

今
秋
に
は
、
沖
縄
で
自
衛
隊
と
米
軍

の
大
規
模
な
共
同
の
戦
争
訓
練
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
台
湾
有
事
に
挑
発
的
な

事
態
を
引
き
起
こ
す
実
戦
訓
練
で
あ
る
。 

孤
立
し
、
打
ち
棄
て
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
離
島
の
闘
い
を
支
え
、
戦
争
を

止
め
る
全
国
的
な
行
動
を
ぜ
ひ
準
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
！ 

 
 
 
 

（
２
０
２
１
・
７
・
15
） 
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